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右記の“ベジマチ”のURL又はQRコードからお申込みいただけます。https://www.vegemach.jp/

TEL ： 03-3583-9793 E-mail ： vegemach@alic.go.jpお問い合わせ先 ： 独立行政法人 農畜産業振興機構 野菜振興部 需給業務課

※1 ※2

会員登録募集中

※1  生産者とは、国産野菜の生産者や生産出荷団体です。 ※2  実需者とは、国産野菜を取り扱う事業者で、私的利用となる消費者は対象となりません。

２月１5日現在 会員登録数422者（生産者279者、実需者143者）

機構から
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３ 生産者から一言 

 安心、安全を基本に土づくりからこだわり、一年を

通して安定的に供給できる体制を整えています。 

 展示会に多数出店するなど「SAMURAI 九条ねぎ」の PR

を積極的に行っておりますので、当社に興味のある方が

いらっしゃいましたら、ぜひともお声掛けください。お

待ちしております。 

ベジマチ生産者紹介 

京葱 SAMURAI 株式会社（京都府久御山町）      

 

１ 生産者の概要 

 京葱 SAMURAI 株式会社は、京都府南部の久
く

御
み

山
やま

町に

所在しています。同町でねぎなどの生産を行う、ロック

ファーム京都株式会社の代表を務める村田さんが、京の

伝統野菜である九条ねぎの市場拡大のため、九条ねぎの

ブランディングをより効果的に行い、「京都から新しい

農業を発信しよう」という同じ志を持つ生産法人２社と

共に、2019 年に設立しました。 

栽培品目は、九条ねぎを中心に、黒えだまめも生産し

ており、今後は各社で栽培している品目の成果を見て、

品目拡大も視野に入れているそうです。 

２ 朝採れの九条ねぎと黒えだまめ  

 同社の「SAMURAI 九条ねぎ」は、京都府内 10 カ所の

圃
ほ

場
じょう

で栽培しています。都市部から郊外まで条件の異

なる地域で栽培することで、台風の被害や収穫時期が異

なることとなり、年間を通し安定的に供給しています。

また、３社が協力することで栽培技術を高めることがで

きるほか、より高品質なものを安定的に届けるため、排

水対策を徹底することや連作を避けるなど土づくりにも

こだわっています。さらに、消費者の手に届くまで鮮度

を保持するため、４度の温度帯を保つ流通経路を構築

し、早朝から手作業で収穫したものを流通させていま

す。 

また、限られた地域内で流通する地場野菜として扱わ

れがちな九条ねぎを全国に安定供給することで他者との

差別化を図ることを常に考え、「京都」ブランドを前面

に出した商品づくり、マーケティングを行っています。 

 黒えだまめは、昼夜の寒暖差が必要とされており、山

間部の丹波地方が有名ですが、同社では圃場が比較的平

坦な都市近郊にあることから、こまめな水やりを行い、

手間暇をかけることにより品質管理を徹底して、栽培を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

詳しくはベジマチで御検索ください。 

ベジマチ：https://www.vegemach.jp/ 

【ベジマチ運営事務局】 

独立行政法人農畜産業振興機構 

野菜振興部需給業務課 

Tel：03-3583-9482、Mail：vegemach＠alic.go.jp 

加工場（左）と事務所（右） 

京葱 SAMURAI ロゴ 

代表取締役村田氏 

３ 生産者から一言 

浦島屋では、営業ツールとしてベジ探を有効活用しており、メール機能によるベジマチ登録実需者へ

の営業をきっかけに、その後の対面商談により成立に至りました。 

浦島屋では、徳島県などの四国産を中心とした国産原料野菜の安定的な供給が、消費者から支持され

る実需者の皆様の商品作りにつながると考えております。 

浦島屋としても、実需者の皆様に積極的にお声がけさせていただきますので、ぜひ実需者の皆様から

のご要望、ご商談をお待ちしております。 

ベジマチ生産者紹介 

 今回は、ベジマチを通じて５件の商談が成立したとご連絡を頂いた株式会社浦島屋食品を訪問さ

せて頂きました。 

株式会社浦島屋食品（徳島県鳴門市）      

 

１ 生産者の概要 

株式会社浦島屋食品（以下「浦島屋」という）は、代表取締役の

亀山氏が平成９年に商業科の教員を退職して家業の雑貨卸である亀

山商店の経営を引き継いだ際、地場大手量販店を経営する同氏の幼

馴染から野菜の調達を依頼されたことをきっかけに、集荷業者とし

て野菜をはじめとする青果物の取り扱いを開始しました。２８年に

株式会社化して現社名となり、現在は、徳島県を中心に、四国、近

畿地方などの生産者やＪＡなどの生産者団体と連携し、さまざまな

野菜を量販店やカット加工業者などの実需者に販売しています。 

２ 生産者および実需者からの信頼が第一 

浦島屋は、異業種から青果業界に参入しており、亀山氏が教員時

代に培った経験を踏まえ、作り手である生産者と販売先である実需

者双方に対する信頼関係の醸成を重視しています。 

また、浦島屋では、自社が潤うためには生産者、実需者が潤うこ

とが必要との考えから、生産者と圃場
ほじょう

をこまめに巡回することによ

って生産現場の希望や課題をくみ取るとともに、生産者の思いを伝

える対面商談や、新たなニーズの発見につながるよう、実需者への

御用聞きを重視しています。 

なお、今般の肥料価格高騰においては、生産者の経営基盤の盤石

化を目指して、肥料業者などとの連携による生産者への代替肥料の

提案や、産地加工による高付加価値化の検討など、継続生産が可能

な生産者、産地づくりについても積極的な提案を行っています。 

 

 

 

 

詳しくはベジマチでご検索ください。 

ベジマチ：https://www.vegemach.jp/ 

【ベジマチ運営事務局】 

独立行政法人農畜産業振興機構 野菜振興部需給業務課 

T e l：03-3583-9798 

Mail：vegemach＠alic.go.jp 


